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RHEOBYK-L 1400 VF

RHEOBYK-L 1400 VF
VOCフリー、ニュートニアン流動性を付与する水系塗料用会合型増粘剤(HEUR)

製品データ

組成
ポリウレタン溶液

一般性状
本データシートに記載された数値は代表値であり、品質規格値ではございません。

密度(20 °C): 1.04 g/ml
pH: 8 ± 1
有効成分: 20 %
溶剤: 水

貯蔵および輸送
十分に撹拌してから使用してください。未開封状態で、5℃から35℃の乾燥した場所で輸送および保管してく
ださい。

適用分野

塗料

特長
ニュートニアン流動性により、RHEOBYK-L 1400 VFは低せん断域にほとんど影響を与えず、塗りやすさを改善
または向上させます。この添加剤を使用することで、塗布時の飛散が減少し、流動性とレベリング性バランス
の良い、より厚い層厚を得ることができます。本添加剤は液体であるため、取り扱いが簡単です。配合時にpH
値の調整や温度管理を行う必要はありません。RHEOBYK-Hシリーズのような低せん断域で効果を発揮するレ
オロジー添加剤と組み合わせることで、最適な加工性を実現します。

推奨用途
RHEOBYK-L 1400 VFは、アクリル、スチレンアクリル、酢酸ビニル共重合樹脂バインダーをベースとする
エマルション塗料やコーティング、ポリウレタンおよびアルキドエマルション、エポキシディスパージョンに最
適です。

建築塗料 ■
木工および家具用塗料 ■

■ 最適     □ 適

VOCフリー 
(< 1500 ppm)
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推奨添加量
目的とする配合性能によりますが、全配合に対して添加剤として、1–3 %   
 
上述の推奨添加量は初期値としてご利用ください。最適添加量は実際に試験を行い、決定してください。

添加方法
撹拌下での添加は、最適な分散を可能にし、塗布における最高の効果と再現性をもたらしま
す。RHEOBYK-L 1400 VFは、ミルベースへの添加、レットダウン製品への添加、またはレオロジー特性を
遡及的に調整するための後添加剤として適しています。

紙用コーティング

特長
紙用コーティング用途で、RHEOBYK-L 1400 VFはニュートニアン流動性を大幅に発現し、高せん断域で非
常に効率的に粘度を増加させます。これにより、幅広いせん断域にわたって平坦なレオロジー概要を調整
することが可能になります。

推奨用途
本添加剤は、あらゆる紙のコーティングシステムと適合し、あらゆる塗布技術と併用して使用することができ
ます。

推奨添加量
目的とする配合性能によりますが、全配合に対して添加剤として、0.5–3 %

上述の推奨添加量は初期値としてご利用ください。最適添加量は実際に試験を行い、決定してください。

添加方法
低～中程度のせん断力によるコーティングの製造後に、粘度調整のために添加剤を添加することができま
す（後添加）。

接着剤およびシーリング材

特長
RHEOBYK-L 1400 VFは、低せん断域の粘度への影響を極めて低く抑えながら、高せん断域の粘度を増加さ
せます。このニュートニアン流動性により、加工性、レベリング性、貯蔵安定性が向上します。ニュートニアン流
動性により、RHEOBYK-L 1400 VFは低せん断域にほとんど影響を与えず、塗りやすさを改善または向上させ
ます。この添加剤を使用することで、塗布時の飛散が減少し、流動性とレベリング性バランスの良い、より厚い
層厚を得ることができます。本添加剤は液体であるため、取り扱いが簡単です。配合時にpH値の調整や温度
管理を行う必要はありません。RHEOBYK-Hシリーズのような低せん断域で効果を発揮するレオロジー添加剤
と組み合わせることで、最適な加工性を実現します。

推奨用途
RHEOBYK-L 1400 VFは、アクリル、スチレン・アクリル、酢酸ビニル共重合樹脂、カルボキシル化スチレン・
ブタジエンラテックスをベースとするディスパージョン接着剤、およびポリウレタンや酢酸ビニルホモポリマー
に最適です。

推奨添加量
目的とする配合性能によりますが、全配合に対して添加剤として、1–4 % 

上述の推奨添加量は初期値としてご利用ください。最適添加量は実際に試験を行い、決定してください。
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添加方法
撹拌下での添加は、最適な分散を可能にし、塗布における最高の効果と再現性をもたらしま
す。 RHEOBYK-L 1400 VFは、配合へ添加、または、レオロジー特性を遡及的に調整するための後添加剤
として適しています。 

皮革仕上げとコーティング加工の生地

特長
ニュートニアン流動性により、RHEOBYK-L 1400 VFは低せん断域への影響はごくわずかであり、リバースお
よびシンクロローラー塗工においてレベリング性を向上または改善します。優れた流動特性とレベリング性
のバランスにより、より厚膜を実現できます。また、離型紙に塗工されるトップスキンにも使用でき、最適なレ
オロジー制御とレベリング性を付与します。本添加剤は液体であるため、取り扱いが簡単です。配合時にpH
値の調整や温度管理を行う必要はありません。RHEOBYK-Hシリーズのような低せん断域で効果を発揮するレ
オロジー添加剤と組み合わせることで、最適な加工性を実現します。

推奨用途
RHEOBYK-L 1400 VFは、アクリル、酢酸ビニル共重合樹脂バインダーをベースとするエマルション塗料や
コーティング、およびPUDに最適です。

皮革仕上げ ■
コーティング加工の生地 ■

■ 最適     □ 適

推奨添加量
目的とする配合性能によりますが、全配合に対して添加剤として、1–3 % 

上述の推奨添加量は初期値としてご利用ください。最適添加量は実際に試験を行い、決定してください。

添加方法
撹拌下での添加は、最適な分散を可能にし、塗布における最高の効果と再現性をもたらしま
す。RHEOBYK-L 1400 VFは、ミルベースへの添加、レットダウン製品への添加、またはレオロジー特性を
遡及的に調整するための後添加剤として適しています。
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